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2010年 3月 26日 (金 )
■会 場■

Learning squaref橋 6F

■主 催■

日経エレクトロニクス



14:10～14:55

マイクロ波を用いた無線電力伝送 一ユビキタス電源から宇宙太陽発電まで一
京都大学

生存圏研究所 准教授

篠原 翼毅 氏

15:05‐‐15:55

電気自動車に向けたワイヤレス給電技術について

昭和飛行機工業
特殊車両続指部 巨VP事業室 技師長

高橋 俊輔 氏

13:00～17:00

Q&Aパ ネル・ ディスカッション :ワイヤレス給電の実用化におIする課題とは ?
【バネリスト】
ソニー

コアデバイス開発本B5高周波伝送 映像システム開発部門 RF 信号処理開発部 す
=部
長

藤巷 健一 氏
|「イトコモ

移動機開発部 要素技lll開発担当 技術指進
=当
[当ぎ長

竹野 和彦 氏

フィリップス エレクトEニクス シ‐バン
知的財産 システム標準本ぎ システ_■■手 書

`長黒田 直祐 氏

長
=二
■■嫁

ミ■
==,I●

Iぎ:■■長
横丼 行雄 氏

【司会】
三三二_,ヽ三二,■

==隻
長

菫自 宏樹



。３
掏
卜
厳
ト
ロ
Ｓ
市

。い
）
Ｏ
コ
Ю
い
α
理
●
“
里
願
趾
ｅ
霊
柵

′脚
菓
駆
匈
佃
脚
ヽ
―
卜
３
●
や
や
悩
“
後
駐
霧
駅
卜
黎
継
ぐ

馬
一●
算
や

′続
い
％
０
ほ
後
掏
ＩＪ
Ｒ
わ
ぐ
理
的
脚
薬
賦
Ｓ
”
３
Ｖ
く
掏
騒
堅
里
二
К
十
爪

馬
一Ⅳ
興
柵
※

置
銀

聾
燿

略
猛
軽

翻
器
椰
α
＞
Ш
論
理
螺
旧
冊
儀
輝

器
Ｈ
塞
じ
眠
晟
凹

Ｖ
３
０
Ｌ
振
騒
盟
鍵
К
ハ
■
ヽ
い
製
ね
Ｅ
Ｅ
冊
掘
皿
賊
熙



華
業
牢
ｅ
勲
難
ヽ
０
も
＞
工
，
＞
Ш

瑳
一●１
，ｏ，
器
棒
い
ヽ
ハ
ヽ
口
釈
Ю
む
総
里
騒
準
ハ
０
ヽ
＞
工
，
≧
Ш

こ
野
Ｆ
♭

郎
牽
こ
輝
肥
鯉
選
邸
恭

◆

と
、
■
〓

‘̈
●
′
。
〓
∽

條
Ｋ
興
籠

‐
ト
ト
‐

一
Ｌ
●
¨
●
一
■
●
０
）
∩

■
●
３
０
ヽ

、％

０
「
¨
〓
一
´

●
■

）
ｏ
ｏ
一
］

と
，
■
０
上
く

、
′
ｏ
〓
´

Ｌ
躍
〓
〓

。
の
Ｐ

‥

８

っ

０
一
Ｏ
Ｎ
糧
聟
く
ヽ
キ
ヽ
い

ｍ
●
Ｎ
雪
口
巖
０
一
Ｏ
Ｎ

彗
撃
鯉
撻
　
　
側
器
冊
ι
＞
Ш

＃
瘍
“
業
群
Ｈ
響
こ
礁
足
盟

ヽ
こ
０
コ
墨
儘
臨
軍
ヽ
ヽ
ミ
キ
ヽ
ヽ

ま
ヽ
長
ｔ
博
機
「Ｑ
候
晦

‐卜
К

′、翻
綱 一

●
一
Ｅ
〓
●
一
●
全

●
●
‘
ｏ
」

‘

●
τ
■
΅
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